
JP 4404512 B2 2010.1.27

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記を具備する、無線通信チャネル上で受信された情報の品質を監視するための方法：
　パイロットチャネルチップをコヒーレントに加算してパイロット基準ベクトルを作成す
る工程；
　前記パイロットチャネル基準ベクトルのセグメントを抽出することにより人工ビット(a
rtificial bit)を作成する工程；
　前記人工ビットを前記パイロットチャネル基準ベクトル上に投影する工程；
　前記人工ビットの極性を決定する工程；
　前記人工ビットのエラーレートからプロキシビットエラーレート(a proxy bit error r
ate)を計算する工程；
　前記受信された情報の品質を監視するために前記プロキシビットエラーレートを使用す
る工程。
【請求項２】
　品質監視目的のために送信される信号に情報を挿入しない、請求項１の方法。
【請求項３】
　前記プロキシビットエラーレートを発生するために既知のチャネル情報から人工ビット
を作成する工程をさらに具備する、請求項１の方法。
【請求項４】
　前記人工ビットを作成する工程は、既知情報の送信されたチップを加算する工程から構
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成され、前記人工ビットは前記プロキシビットエラーレートを作成するために既知の基準
に投影される、請求項３の方法。
【請求項５】
　前記プロキシビットエラーレートを作成する工程は、チャネル特性に対して前記ビット
エラーレートを較正する工程から構成される、請求項１の方法。
【請求項６】
　前記ビットエラーレートは情報品質監視目的のために使用される、請求項１の方法。
【請求項７】
　前記ビットエラーレートは物理層をテストする目的のために使用される、請求項１の方
法。
【請求項８】
　前記ビットエラーレートは送信品質を維持するために使用される、請求項１の方法。
【請求項９】
　前記ビットエラーレートは特定のレベルに送信品質を固定するために使用される請求項
１の方法。
【請求項１０】
　前記ビットエラーレートは個々のチャネル送信品質レベルを供給するために使用される
、請求項１の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は無線通信ネットワークに関する。特に、この発明は無線通信チャネルの送信品
質を監視するための新規で改良された方法に関する。
【０００２】
【関連出願の記載】
無線通信ネットワークにおける通信チャネルの送信品質を監視することはシステム動作に
とって必要である。システム動作と性能は、正確なリアルタイム送信品質フィードバック
情報無くして維持することはできない。送信品質はビットエラーレート（ＢＥＲ）の点か
ら測定される。電気通信の送信において、ビットエラーレートは、送信において受信した
ビットの合計数に対してエラーを有するビットのパーセンテージである。ＢＥＲは通常パ
ーセンテージとして表される。例えば、送信が４％のＢＥＲを有するということは、送信
された１００ビットの中から、４ビットがエラーで受信されたことを意味する。
【０００３】
現在、無線通信システムにおいて、送信品質を監視する理想的な方法はない。公知の監視
方法は単に監視の目的のために送信される信号に情報を付加することを含む。そのような
送信品質を監視する方法の一つは、公知のビットパターンを送信される信号に挿入し、受
信したビットパターンを実際の送信されたパターンと比較し、ＢＥＲを計算することによ
り達成される。もう一つの現在の方法は巡回冗長コード（ＣＲＣ）を送信される信号に付
加することである。巡回冗長検査は通信リンク上を送信されたデータのエラーを検査する
方法である。送信装置は、送信されるデータのブロックに１６ビットまたは３２ビットの
多項式を適用し、結果として生じるＣＲＣをブロックに付加する。受信側は同じ多項式を
そのデータに適用しその結果を送信者により付加された結果と比較する。ＣＲＣが一致す
れば、データはエラー無く送信されたことになる。
【０００４】
公知のビットパターンあるいはＣＲＣビットを送信される信号に付加する送信品質監視方
法はチャネルトラフィックフロースループットを低減する。さらに、ＣＲＣはブロックエ
ラーの存在を示すだけでＢＥＲの真の測定ではない。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
この発明は、監視情報の挿入のために以前に使用されたチャネルスループットのパーセン
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テージ、エネルギーおよび時間を使用することなく無線通信送信チャネル品質を監視する
新規で改良された方法である。この発明の方法は、チャネルスループットを改良し、他の
目的のためにチャネルですでに搬送された情報を再使用することにより実際のＢＥＲのよ
り類似した測定を提供する。ＢＥＲを計算するためにパイロットシンボルのような公知の
情報を利用することにより、この発明は、この目的のためにチャネル帯域を利用すること
なく送信品質を監視することができる。
【０００６】
実際のエラーを測定せずに、この発明は公知のチャネル情報からＢＥＲの代替物を形成す
る。この発明は監視されるチャネルが処理されるのと同じように公知のチャネル情報を処
理することにより代替物ＢＥＲを発生する。
【０００７】
【発明の実施の形態】
この発明の特徴、目的および利点は、同一部に同符号を付した図面とともに下記詳細な記
載から明らかとなる。
【０００８】
図１は基地局１００とアクセス端末１０２との間の無線通信リンクのハイレベル図を示す
。アクセス端末１０２はまた無線通信システムにおいて移動局として知られている。基地
局１００とアクセス端末１０２は順方向リンク１０４および逆方向リンク１０６として知
られる２つのリンクを介して通信する。情報は順方向リンク１０４を介して基地局１００
からアクセス端末１０２に移動する。アクセス端末１０２は順方向リンク１０４において
受信機である。情報は、逆方向リンク１０６を介してアクセス端末１０２から基地局１０
０に移動する。基地局１００は逆方向リンク１０６において送信機である。
【０００９】
ＩＳ２０００システムにおいて、逆方向リンク１０６は４つのチャネルを有する。すなわ
ち逆方向基本チャネル、逆方向専用制御チャネル、逆方向パイロットチャネルおよび逆方
向補足チャネルである。ウオルシュチャネル化およびＰＮ拡散の前に逆方向電力制御サブ
チャネルが逆方向パイロットチャネルにパンクチュアドされる。ビットは＋１の値または
－１の値を用いてパンクチュアドされる。アクセス端末１０２のための特定の受信したフ
レーム消去レート（ＦＥＲ）レベルを達成するために、電力制御サブチャネルビットはア
クセス端末に、順方向リンク１０４の電力を上げたり下げたりするように基地局１００に
命令する機構を提供する。基地局１００はアクセス端末１０２に、順方向リンクにとって
所望のＦＥＲが何であるかを伝える、そして、基地局は逆方向リンク１０６を介して受け
取る電力制御コマンドすなわちフィードバックを介してそのレベルを維持する。順方向リ
ンク１０４の所望のＦＥＲを達成することは、受け入れ可能な通信品質を維持するために
できるだけ少ない基地局電力を使用し、ネットワーク干渉を出来るだけ少なくすることが
できる。他のアクセス端末に使う基地局電力が少なくなり、他のアクセス端末との干渉も
少なくなるので、システム容量が増大する。
【００１０】
基地局１００は、アクセス端末１０２により受信されたＢＥＲが基地局１００により設定
された所望のレートより上か下かに応じて順方向リンク１０４の電力を増大する（＋１）
あるいは低減する（－１）ためのアクセス端末１０２からの電力制御コマンドに従う。他
の実施形態において、電力制御コマンドビットは要求された電力調節の量を含む複数ビッ
トコマンドであり得る。
【００１１】
逆方向電力制御サブチャネルはエラー検出情報を運ばない。逆方向電力制御サブチャネル
は、電力制御コマンドすなわちフィードバックの形で順方向リンク１０４の送信の品質に
ついての情報を運ぶ。逆方向電力制御サブチャネルはユーザトラフィックビットを運ばな
い。その目的は順方向リンク１０４の電力制御のためである。逆方向電力制御サブチャネ
ルの品質はある監視を行なわない限り未知である。この発明では監視情報を挿入すること
なく代替物すなわち以下の図面によって示されるように、外挿法により得られる代替物を
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用いることにより逆方向電力制御サブチャネルの品質を監視する。
【００１２】
公知のチャネル情報から未知のチャネル情報のための代替物ＢＥＲを作成する性質により
、当業者は例示実施形態の逆方向リンクに使用される品質を監視する方法はいかなる無線
通信チャネルにも適用可能であることが理解される。
【００１３】
無線通信チャネルは参照することによりこの明細書に組み込まれる「ｃｄｍａ２０００ス
ペクトル拡散システムの物理レイヤ規格」に規定されるように定義される。この発明は「
ｃｄｍａ２０００スペクトル拡散システムの物理レイヤ規格」に定義されるＩＳ２０００
物理レイヤ性能をテストするための機構を提供する。この発明は他の通信システムに等し
く適用でき、この発明は範囲がＩＳ－２０００ＣＤＭＡに限定されず、他の無線通信シス
テムに適用できることが理解される。
【００１４】
図２は例示実施形態の逆方向リンク電力制御サブチャネル構造の図を示す。１．２５ミリ
秒毎に、電力制御グループ（ＰＣＧ）２０４は逆方向パイロットチャネル上に送信される
。あらゆるＰＣＧ２０４において、信号の３／４は逆方向パイロットチャネルであり、信
号の１／４は逆方向電力制御サブチャネル２０２である。パイロットチャネル２００は定
数＋１値信号であり、情報を運ばない。逆方向電力制御サブチャネル２０２はアクセス端
末１０２により発生された順方向電力制御ビットコマンド＋１または－１の反復である。
ＣＤＭＡ技術において、時間はしばしばチップ単位で測定される。ＩＳ－２０００システ
ムの拡散レート１において、ＣＤＭＡチップレートは１．２２８８Ｍチップ／秒であり、
１チップ＝１／（１．２２８８Ｍチップ／秒）＝８１３．８ナノ秒である。ＰＣＧ２０４
は３８４パイロット信号チップ２００と１２８電力制御チップ２０２を含む。
【００１５】
例示実施形態において、ＰＣＧ内の逆方向パイロットチャネルに送られるすべてのチップ
は名目上同じ電力レベルで送信され、パイロット信号チップ２００と電力制御チップ２０
２は、３：１の合計持続期間比を有した同じ振幅値を有することを意味する。当業者には
本発明が、パイロット信号と電力制御ビットとの間に他の関係が存在する場合に拡張でき
ることが理解される。この発明はこれらの公知のチャネル特性を利用する。公知のパイロ
ットチャネル信号を監視することにより、この発明は逆方向電力制御サブチャネルの未知
情報の実際のＢＥＲに類似する代替物ＢＥＲを発生する。
【００１６】
この発明はＣＲＣビットを使用することなくあるいはビットストリーム自体への公知のビ
ットパターンの他の介挿なしに、パイロットシンボルすなわちパイロットチャネルのよう
ないくつかの公知の特性を有するチャネルのＢＥＲをモニタする方法を提供する。パイロ
ットチャネルのような公知の特性から生成されたサイド情報を見ることにより、逆方向電
力制御のような未知の情報に対してＢＥＲを間接的に決定することができる。ＣＤＭＡ通
信チャネルにおける他の公知の情報の例はパイロットシンボルである。パイロットシンボ
ルはパイロットチャネルと同じように取り扱われる。
【００１７】
図３はチャネル品質を監視するためにそして無線通信システムの物理層の性能をテストす
るためにこの発明により採用される装置の例示実施形態の図を示す。図示された装置は結
合された受信信号からパイロットチャネルと電力制御チャネルを分離する。電力制御ビッ
トについてのＢＥＲの代替物として使用するためにパイロットチャネル上に人工的なビッ
トエラーを発生するために、コヒーレントに加算できるようにチップが分離される。図３
は信号品質を監視するためにこの発明により使用されるハードウエアを介してのみ受信さ
れた信号の経路を示す。
【００１８】
アンテナ３００はＲＦ（無線周波数）をＡＣ（交流）にあるいはその逆に変換するトラン
スデューサである。受信アンテナはＲＦエネルギーを遮断し、ＡＣを電子機器に供給する
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。受信したアナログ信号はアンテナエレメント３００に到達し、受信復調素子３０２によ
りベースバンドアナログ信号にダウンコンバートされる。
【００１９】
ダウンコンバージョン３０２の後、逆方向電力制御サブチャネルはその信号の他のチャネ
ルから分離可能である。
【００２０】
受信された信号はそれぞれ乗算器３０４ａおよび３０４ｂにより同相（Ｉ）成分および直
交（Ｑ）成分に分離され、複素数のストリームを生成する。
【００２１】
逆拡散素子３０６は擬似乱数（ＰＮ）シーケンスを展開し、すなわちチップを分離する。
ＰＮシーケンスは基地局受信機の加入者信号を分離するために無線通信に使用される擬似
乱数番号である。逆拡散器３０６はオリジナル信号のすべてのチャネルを結合した状態で
オリジナル信号のＩサンプルおよびＱサンプルを生成する。
【００２２】
逆方向パイロットチャネルおよび逆方向電力制御サブチャネルは乗算器３０８および加算
器３１０によりオリジナル信号から分離される。乗算器３０８は、結合された信号をその
チャネルのウオルシュコードと乗算することにより結合された信号から各チャネルを分離
する。これはウオルシュカバーを取り除くこととしても知られている。ウオルシュコード
は、チャネルを分離するために無線通信において使用される直交シーケンスである。
【００２３】
加算素子３１０は時間に対して分離されたチャネル複素数、チップまたはチップのサンプ
ルをコヒーレントに結合または加算する。
【００２４】
分離されたチャネルチップストリームは、逆方向電力制御サブチャネル信号が存在する１
．２５ミリ秒ＰＣＧ時間期間の１／４の期間電力制御ビットベクトル加算素子３１４に切
り替えられる３１２。電力制御ビットベクトル加算素子３１４の出力が受信された電力制
御ビットである。
【００２５】
分離されたチャネルチップストリームは、逆方向パイロットチャネル信号が存在する１．
２５ミリ秒ＰＣＧ時間期間の３／４の期間パイロットフィルタ加算素子３１６および人工
ビットベクトル加算素子３１８に切り替えられる３１２。パイロットフィルタ加算素子３
１６の出力はパイロットフィルタ基準ベクトルを生成するパイロットチャネルチップの引
き窓合計である。人工ビットベクトル加算素子３１８はこの発明に新規である。人工制御
ビットベクトル加算素子３１８の出力は人工電力制御ビットベクトルを表すパイロットフ
ィルタ基準ベクトルの抽出されたセグメントである。
【００２６】
この発明は電力制御ビットベクトルをパイロットフィルタ基準ベクトルに投影し電力制御
ビット極性を決定する。同様に、人工電力制御ビットベクトルはパイロットフィルタ基準
ベクトルに投影され、未知の電力制御ビットのための代替物ＢＥＲを作成する。
【００２７】
電力制御ビット（＋１／－１）は、そのＰＣＢの期間内のすべてのチップをコヒーレント
に加算する（複素合計としてベクトルまたは複素数を加算する）ことにより、逆方向電力
制御サブチャネルの波形から取り出される。パイロットチャネル信号は高速フェージング
および低速フェージングのような異なるチャネル条件に対して基準を最適化するように選
択された所定の時間期間内にすべてのチップをコヒーレントに加算することにより逆方向
電力制御サブチャネルの波形から取り出される。
【００２８】
パイロットチャネルチップのコヒーレントな加算において作成されたベクトルを用いるこ
とにより、この発明は直接測定することのできない電力制御チャネルに関するエラーレー
トの間接的な測定を推定する。
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【００２９】
図４は電力制御ビット極性を決定するためのこの発明のハイレベルフローチャート図であ
る。電力制御ビットは送信されるとき＋１または－１の値を取る。受信器はビットの極性
（＋１または－１）を決定しなければならない。受信した信号のノイズは受信機にビット
をオンにさせ、すなわち受信された電力制御ビットの正しくない極性を選択する。電力制
御ビットはエラー検出情報なしで送信されるので、受信機はそれらのＢＥＲを知ることが
できない。言い換えれば、受信機は正しくない極性を選択する周波数を知ることができな
い。電力制御ビット極性決定の方法は、この発明が代替物ＢＥＲを提供する未知の情報を
あきらかにするために提供される。
【００３０】
＋１の値のチップの基準ベクトル、すなわちパイロット信号の公知の値を作るためにパイ
ロットチャネルチップをコヒーレントに加算することによりブロック４００においてビッ
ト極性決定が開始する。ベクトルは多くのパイロットチャネルチップの合計である。加算
されるパイロットチャネルチップが多ければ多い程、パイロットチャネルベクトルは大き
くなる。但しチャネルは静止した状態のままである。サンプルの乱数ノイズ成分は互いに
相殺し、一方パイロットベクトルは同じ方向に大きくなる。高信号対雑音比（Ｓ／Ｎ）を
有した安定した＋１の値の基準ベクトルが生成され、それに対して電力制御ビットの極性
を受信機により判断することができる。
【００３１】
ブロック４０２において、所定の電力制御ビットに対するＰＣＧのすべての電力制御チッ
プがコヒーレントに加算されＰＣＢベクトルを作成する。
【００３２】
ブロック４０４において２つのベクトルの内積が取られる。内積は電力制御ビットベクト
ルをパイロットチャネル基準ベクトルに投影する。内積は極性を示す符号の付いた値を生
じる。
【００３３】
内（ドット）積の符号を調べることにより電力制御ビットの極性がブロック４０６におい
て決定される。符号が正すなわち角度が９０度より小さいなら受信した電力制御ビットは
＋１と判断され、すなわち既知の＋１基準値と対応している。符号が負すなわち角度が９
０度より大きいなら、受信した電力制御ビットは－１と判断され、すなわち既知の＋１基
準値と対応しない。
【００３４】
ＢＥＲ、すなわちプロセスがノイズにより失敗する周波数は、この発明の品質監視方法無
くして受信機により知ることはできない。
【００３５】
図５はこの発明のチャネル品質監視方法のハイレベルフローチャート図である。
【００３６】
この発明の例示実施形態において、人工ビットエラーがパイロットチャネル上に発生され
、人工ビットのＢＥＲは電力制御サブチャネルＢＥＲのための代替物ＢＥＲとして使用さ
れる。両方のチャネルのエラーレートは統計的に同じであるため代替物ＢＥＲを使用する
ことができる。
【００３７】
ブロック５００において、電力制御ビット極性を決定するために使用されるのと同じ態様
（図４のブロック４００）でパイロットチャネル基準ベクトルが作成される。この発明は
、パイロットチャネルは常に同じ極性であり、信号を運ばず、定数であるという性質を使
用する。パイロットチャネルは定数であるので、人工ビットを表すためにベクトルのセグ
メント（ある時間期間）を抽出することができる。当業者は、チャネルの既知の性質を用
いることは既知のパターンを有したパイロットチャネルすなわちパイロットシンボルに拡
張できることを理解するであろう。
【００３８】
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ブロック５０２において、チップはパイロットチャネルベクトルから抽出されベクトルの
セグメントを形成する。抽出されたパイロットチャネルベクトルセグメントのチップはコ
ヒーレントに加算され複素数（ベクトル）を形成し、フィードバックビットとしても知ら
れる人工電力制御ビットを表す。セグメントはあたかも電力制御ビットのように使用され
る。電力制御ビットは逆方向リンク上のパイロットと同様に送信されるので、パイロット
ベクトルのセグメントは、極性が正しい（＋１）か正しくない（－１）かをテストするた
めにテスト信号（すなわち人工ビット）として抽出し取り扱うことができる。
【００３９】
ＰＣＧベクトルの小さなセグメント内の信号はパイロットベクトルの残りと同じ方向に送
信される。しかしながら、その信号は有限の期間を有するので、その信号をオンにする期
間、十分なノイズがあるかもしれない。セグメントに対して加算を行い、新しいベクトル
、すなわち人工電力制御ビットを得る。逆方向パイロットチャネルチップはそういうもの
として伝達されなかったけれどもこの人工ビットは電力制御ビットを表すことができる。
電力制御ビットのための代替物ＢＥＲは人工ビットの極性を判断することにより作成する
ことができる。人工ビットの極性が－１であることが判明したとき、その結果は正しくな
いことは既知であるからである。－１の極性結果はビットエラーとして定義された。正し
くない結果が計算された頻度は決定することができる。この計算は人工ビットに関するビ
ットエラーレートの割合であり、これは統計的に電力制御ビットの実際のＢＥＲに等しい
。パイロットが存在する時間の３／４の期間と同じノイズが電力制御ビットが存在する時
間の１／４の期間に存在するのでＢＥＲは統計的に等しい。この発明は未知の情報に対す
るＢＥＲを推定するために未知の信号と同じＳ／Ｎ比を持つ既知の信号をテストするこの
方法を使用する。
【００４０】
この発明の人工的に作られた電力制御ビットは、逆方向リンク上の電力制御ビットを復調
するのと平行して監視することができ、リアルタイムの代替物ＢＥＲを作ることができる
。
【００４１】
この発明の代替物ＢＥＲは無線通信システムにより使用され、送信品質を維持し、特定の
レベルの送信品質を確立し、個々のチャネルが個々の品質レベルを持つことを保証し、シ
ステムの物理層をテストする。
【００４２】
ブロック５０４において、パイロットベクトルと人工ビットベクトルの内積が取られる。
内積は人工電力制御ビットベクトルをパイロットチャネルベクトルに投影する。内積の結
果は、極性を示す符合の付けられた結果を生じる。
【００４３】
人工電力制御ビットの極性は内（すなわちドット）積の符号を調べることによりブロック
５０６で判断される。信号が正すなわち角度が９０度より小さいならば、人工電力制御ビ
ットは＋１であるように判断される。すなわち既知の＋１パイロット信号に対応する。こ
の結果は定義により正しい。符号が負すなわち角度が９０度を越えるならば、人工電力制
御ビットは－１であるように判断され、すなわち既知の＋１パイロットベクトルに対応し
ない。人工ビットの－１の極性は定義により正しくない。
【００４４】
ブロック５０８において、電力制御サブチャネルの代替物ＢＥＲは人工ビットのＢＥＲか
ら計算され、それらが抽出されるパイロットチャネルのチャネル特性に対して較正される
。
【００４５】
この発明は代替物ＢＥＲを較正し、長さ，即ち加算期間を調節することによりチャネル条
件の変更を補償する。チャネルが静止した状態なら、信号ベクトルは同じ方向に留まる。
コヒーレント加算はより長いベクトルを同じ方向に永久に生成する。これはアベレージグ
アシアンホワイトノイズ(Average Guassian White Noise)(AWGN)により特徴づけられるチ
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ャネルである。ＡＷＧＮチャネルにおいて、チャネル特性は時間に対して変化しない。ベ
クトルからベクトルに見られる実際のノイズは独立しており、Ｓ／Ｎ比は高い。より多く
のサンプルを加算することにより、さらに安定した基準ベクトルを作る。
【００４６】
しかしながら、チャネルが時間差異がある、すなわち時間に対してフェードするなら、基
準パイロットベクトルは異なる角度で長くなったり短くなったりすることにより変化する
。この場合、期間をあまり長く加算すると、ベクトルが互いに相殺しあう結果となるかも
しれない。
【００４７】
長い加算期間がより安定した基準を生成しないフェージングチャネルにおいて、この発明
はパイロット基準ベクトルの加算期間を較正する。
【００４８】
この発明は、テスト環境におけるチャネル種別を分類し、低速フェージング、高速フェー
ジングおよびフェージング無し（ＡＷＧＮ）等のような各分類において、既知の情報を受
信機に送信し、代替物ＢＥＲを真のＢＥＲと比較し、これはテスタに利用可能な既知のパ
ターンから決定できることにより較正テーブルを作る。受信機は、パイロット信号の差異
およびロックされた受信機フィンガの数のような情報を調べることによりチャネル環境を
分類する。受信機はチャネル分類に従って較正テーブルを使用する。例えば、例示実施形
態の較正テーブルは以下の如くに示すことができる。
【００４９】
【表１】

受信機は細かなチャネル分類と訂正のためにテーブルを使用することができる。すなわち
、受信機はより一般的な分類を作ることができ訂正値の平均を使用することができる。チ
ャネルの種類が分類できない場合に、この発明は較正テーブル平均値を用いて変化するチ
ャネル条件を訂正する。この訂正は次に、代替物ＢＥＲの計算に戻される。
【００５０】
順方向リンク１０４上のチャネルＳ／Ｎ比と逆方向リンク１０６上のチャネルＳ／Ｎ比と
は異なる。順方向リンク上の未知の電力比を調節する余分のステップを加算することによ
りこの発明のＢＥＲ外挿法は順方向リンクチャネル並びに逆方向リンクチャネルに適用で
きる。
【００５１】
順方向リンク上において、電力制御ビットは、パイロットと同じ電力レベルで順方向リン
ク電力制御サブチャネルにパンクチュアドされない。順方向リンクパイロット電力レベル
は電力制御ビットよりも大変強い。電力制御ビットと順方向パイロットチャネルとの間の
電力の比は受信機により未知である。順方向パイロットチャネル電力はセル電力の固定の
パーセンテージ（およそ２０％）である。順方向電力制御サブチャネル電力レベルは順方
向基本すなわちホストチャネルにも関係する。この発明は順方向リンク上の代替物ＢＥＲ
のためのベクトルを作るとき電力制御ビットと同じエネルギレベルを生成する順方向リン
ク上のパイロット基準窓に対してより短い加算期間を選択する。
【００５２】
両方のチャネルサンプルでエネルギーを同じにするためにパイロット基準から適切な量の
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チップを抽出するために、この発明は、パイロットチャネルと電力制御チャネルサンプル
の受信したＳ／Ｎ比を見て、チャネルサンプル間の振幅差を測定し、計算によりＳ／Ｎ比
を決定する方法を使用する。相対的に正確な目盛修正をこれらの計算から発生することが
できる。この発明はまた順方向リンク上のＢＥＲを較正するために基地局からのメッセー
ジに含まれるＳ／Ｎ比についての情報を使用する。
【００５３】
図６は異なるレートでトラフィックチャネルのエラーレートを維持しながら電力制御サブ
チャネルのエラーレートを制御するための装置を示す。ＰＮ逆拡散データはトラフィック
復調器６００に供給される。トラフィック復調器６００は所定のトラフィックウオルシュ
シーケンス（Ｗｔ）に従って逆拡散データを復調する。例示実施形態において、復調され
たシンボルは巡回冗長検査（ＣＲＣ）素子６０２に供給される。ＣＲＣ素子６０２は復調
されたシンボルが正当に受信されたかどうかを決定する。ＣＲＣチェックの結果は制御プ
ロセッサ６０４に供給される。
【００５４】
さらに電力制御ビットベクトル、パイロット基準ベクトルおよび人工ビットベクトルが制
御プロセッサ６０４に供給される。制御プロセッサ６０４は上述した電力制御サブチャネ
ルのビットエラーレートを計算する。制御プロセッサ６０４はトラフィックチャネルおよ
び電力制御サブチャネルの両方のエラーレートを計算する。
【００５５】
例示実施形態において、基地局１００は、アクセス端末１０２にパイロットチャネルの送
信エネルギーとトラフィックチャネルとの間の送信エネルギー差を増大または減少するよ
うに要求するメッセージを送信する。この動作は、パイロットチャネルの送信エネルギー
とトラフィックチャネルの送信エネルギーを独立して制御することにより二者択一的に実
行することができる。
【００５６】
例示実施形態において、メッセージ発生器６０６は一般にアクセス端末１０２の送信エネ
ルギーを制御するための一般的アップ／ダウンコマンドを発生し、さらにパイロットチャ
ネルの送信エネルギーとトラフィックチャネルとの間のエネルギー関係に対する変化を示
すメッセージを発生する。
【００５７】
このメッセージは変調器６０８に供給され送信のために変調される。変調された信号は、
送信機６１０に供給される。送信機６１０はアンテナ６１２を介して送信するためにシン
ボルをアップコンバートし、増幅し、フィルタする。
【００５８】
好適実施形態のこれまでの記載は当業者がこの発明を作成し使用することを可能にするよ
うに提供される。これらの実施形態に対する種々の変形は当業者には即明らかであり、こ
こに定義された包括的原理は発明力の使用なしに他の実施形態に適用可能である。従って
この発明はここに示す実施形態に限定することを意図したものではなく、ここに開示した
原理および新規な特徴に合致する最も広い範囲に一致する。
【図面の簡単な説明】
【図１】　無線通信チャネルのハイレベル図である。
【図２】　逆方向リンク電力制御サブチャネル構造の図である。
【図３】　チャネル品質を監視するためにこの発明の方法により採用される装置の図であ
る。
【図４】　電力制御ビット極性を決定するためのこの発明の方法のハイレベルフローチャ
ート図である。
【図５】　この発明のチャネル品質監視方法のハイレベルフローチャート図である。
【図６】　異なるレートでトラフィックチャネルのエラーレートを維持しながら電力制御
サブチャネルのエラーレートを制御するためにこの発明により採用される装置のブロック
図である。
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【符号の説明】
１００・・・基地局
１０２・・・アクセス端末
１０４・・・順方向リンク
１０６・・・逆方向リンク
２００・・・パイロットチャネル
２０２・・・逆方向電力制御サブチャネル
２０４・・・電力制御グループ
３００・・・アンテナ
３０２・・・受信復調素子
３０４ａ、３０４ｂ・・・乗算器
３０６・・・逆拡散素子
３０８・・・乗算器
３１０・・・加算器
３１４・・・電力制御ビットベクトル加算素子
３１６・・・パイロットフィルタ加算素子
３１８・・・人工ビットベクトル加算素子
６００・・・トラフィック復調器
６０２・・・ＣＲＣ素子
６０４・・・制御プロセッサ
６０６・・・メッセージ発生器
６０８・・・変調器
６１０・・・送信機
６１２・・・アンテナ

【図１】

【図２】

【図３】
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